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令和２年度施政方針
　令和 2 年第 1 回木城町議会定例会が開会され、令和 2 年度木城町一般会計予算
など、24 件の議案及び 1 件の諮問が上程され可決されました。
　半渡英俊町長が示した令和 2 年度の町政運営に関する基本方針について紹介し
ます。

　

令
和
2
年
第
1
回
木
城
町
議
会
定
例
会
に
あ

た
り
、
令
和
2
年
度
の
町
政
運
営
に
関
す
る
私

の
所
信
の
一
端
と
、
施
政
方
針
を
申
し
上
げ
、

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
の
ご
賛
同

と
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
平
成
27
年
4
月
の
町
長
就
任

以
来
、
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
て
き
ま
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
引
き
継
ぎ
、
町
民
や
議
員
の
皆
様
の

声
に
耳
を
傾
け
、
地
方
創
生
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、
地
域
担
当
職
員

制
度
、
文
化
財
問
題
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行
な
ど
、

多
く
の
課
題
に
対
し
て
、
挑
戦
し
、
そ
の
解
決

の
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

町
長
就
任
2
期
目
の
2
年
目
を
迎
え
ま
す
。

「
人
が
元
気
、
地
域
が
元
気
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
実
感
で
き
る
町
を
目
指
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

日
々
新
、
全
力
投
球
で
、
木
城
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
の
「
第
2
期
木
城

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

も
と
に
、
人
口
減
少
対
策
と
地
域
活
性
化
対
策

を
一
つ
一
つ
具
現
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
第
5
次
木
城
町
総
合
計
画
」
で
示

さ
れ
ま
し
た
木
城
町
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
「
み

ん
な
で
創
る　

明
日
に
向
け
て
翔
く
ま
ち　

木

城
」
の
実
現
と
、
私
の
選
挙
公
約
、
町
民
は
じ

め
議
員
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
意
見

を
も
と
に
、
本
町
の
財
政
事
情
に
配
慮
し
な
が

ら
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
決
め
る
と
い
う
決

意
を
も
っ
て
、
施
策
や
事
業
を
熟
慮
断
行
、
一

つ
一
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
施
政
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
の
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
緩

や
か
な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の

の
、
通
商
問
題
を
巡
る
動
向
、
中
国
経
済
の
先

行
き
、
英
国
の
EU
離
脱
、
中
東
地
域
を
巡
る
情

勢
等
の
海
外
経
済
の
動
向
や
金
融
資
本
市
場
の

変
動
の
影
響
に
加
え
、
消
費
税
率
引
上
げ
後
の

経
済
動
向
、
新
型
肺
炎
の
影
響
等
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
財
政
に
お
い
て
は
、
国
・
地
方

の
債
務
残
高
が
Ｇ
Ｄ
P
の
2
倍
程
度
に
膨
ら
み
、

な
お
も
更
な
る
累
増
が
見
込
ま
れ
、
国
債
費
が

毎
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
総
額
の
2
割
以
上
を

占
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
人
づ
く
り
革
命
の
実
現

や
地
方
創
生
の
推
進
、
地
域
社
会
の
維
持
・
再
生
、

防
災
・
減
災
対
策
等
に
取
り
組
み
つ
つ
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
行

財
政
運
営
に
つ
い
て
透
明
性
を
高
め
、
質
の
高

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
・
効
果
的
に
提
供

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
が
長
期
に
わ
た
っ
て
進
行
し
て
い
く
中
で
、

地
域
社
会
の
維
持
・
再
生
に
向
け
た
対
応
を
早

急
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
空

家
等
の
実
態
把
握
、
石
河
内
・
中
之
又
へ
き
地

診
療
事
業
、
新
規
就
農
者
支
援
事
業
な
ど
、
地

域
社
会
の
維
持
・
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
、
ま
た
、
令
和
5
年
開
校
予
定
の
義
務
教

育
学
校
校
舎
建
設
事
業
（
実
施
設
計
）、
小
中
学

校
給
食
無
償
化
事
業
な
ど
、
子
育
て
・
教
育
支

援
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
で
、
人
づ

く
り
革
命
の
実
現
を
図
り
、
そ
し
て
、
近
年
、

多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
の
た
め
、
無
線

告
知
シ
ス
テ
ム
蓄
電
池
増
設
事
業
、
農
村
地
域

防
災
減
災
事
業
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
に

よ
る
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、
第
5
次
木
城
町

総
合
計
画
、
第
2
期
木
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
い
た
重
要
な
政
策

課
題
へ
の
対
応
に
必
要
な
予
算
編
成
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
財
政
運

営
を
行
う
た
め
、
固
定
資
産
税
（
大
規
模
償
却

資
産
）
の
減
少
に
よ
り
町
税
が
減
少
し
た
も
の

の
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
の
確
保
、
国
県
支

出
金
、
基
金
繰
入
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
な

ど
適
切
な
財
源
確
保
と
歳
出
全
般
に
わ
た
る
歳

出
の
精
査
に
よ
る
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を

進
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
初
予
算
は
43
億
8
千
５
０
０
万

円
と
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
且
つ
重

要
な
事
業
に
つ
い
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
、
述
べ
ま
し
た
施
政
方
針
を
も
と
に
、

編
成
い
た
し
ま
し
た
新
年
度
予
算
は
、「
一
般

会
計
43
億
8
千
５
０
０
万
円
」、「
特
別
会
計

19
億
2
千
１
０
０
万
円
」、「
総
額
63
億
６
０
０
万

円
」
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
算
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

よ
り
一
層
の
住
民
福
祉
の
向
上
と
、
さ
ら
な
る
木

城
町
の
発
展
に
向
け
、
町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
誠
心
誠

意
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和

2
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
2
年
3
月
6
日

木
城
町
長　

半
　
渡
　
英
　
俊

02



月 日 曜日 内　　　容

4
月

7日 (火) 木城中学校「入学式」
8日 (水) 行政相談

9日 (木) 木城小学校「入学式」
特設人権相談

19日 (日) 粗大ごみ搬入日
21日 (火) 川原自然公園安全祈願祭

24日 (金)
行政事務連絡員会
自治公民館長会
月報配布

5
月

10日 (日) 第 19 回宮崎県障がい者スポーツ大会
町民体力づくりスポーツ大会グラウンドゴルフの部

13日 (水) 行政相談
特定健診【中之又総合福祉センター】

15日 (金) 木城町商工会「第 59 回通常総会」
18日 (月) 特定健診【中原公民館】
20日 (水) 特定健診【川原公民館】
21日 (木) 特定健診【町公民館】
22日 (金) 月報配布
25日 (月) 特定健診【石河内公民館】

29日 (金) 木城えほんの郷みどりのゆりかご協会定期総会
木城温泉館湯らら水神祭

6
月

1日 (月) 木城町福祉スポーツ大会
3日 (水) 特定健診【保健センター】
4日 (木) 特定健診【保健センター】

5日 (金) 特定健診【保健センター】
木城町地場産業振興会通常総会

6日 (土) みやざき県民総合スポーツ祭総合開会式

7日 (日)
みやざき県民総合スポーツ祭アーチェリー競技の部
第 1 回環境美化の日
特定健診【保健センター】

8日 (月) 特定健診【保健センター】
10日 (水) 行政相談
11日 (木) 特設人権相談
12日 (金) 木城町ふるさと振興協会総会
21日 (日) 粗大ごみ搬入日
24日 (水) 月報配布
28日 (日) 町民体力づくりスポーツ大会ミニバレーの部

7
月

1日 (水) 社会を明るくする運動木城町推進委員会
2日 (木) 特定健診【保健センター】
3日 (金) 特定健診【保健センター】
4日 (土) 特定健診【保健センター】
8日 (水) 行政相談

22日 (水) 月報配布

8
月

8日 (土) 木城盆おどり大会
12日 (水) 行政相談
15日 (土) 戦没者供養祭
16日 (日) 粗大ごみ搬入日
24日 (月) 月報配布

9
月

6日 (日) 第 2 回環境美化の日
木城町防災訓練

9日 (水) 行政相談
10日 (木) 特設人権相談

月 日 曜日 内　　　容

9
月

18日 (金) 木城中学校合唱コンクール
20日 (日) 木城町敬老の日大会
21日 (月) リバリスホール自主事業高齢者対象
24日 (木) 月報配布
25日 (金) 商工懇談会
27日 (日) 自治公民館親善ソフトボール大会

10
月

4日 (日) 木城小学校「運動会」
7日 (水) 特定健診【保健センター】
8日 (木) 特定健診【保健センター】

11日 (日) 木城中学校「体育祭」
14日 (水) 行政相談

17日 (土)

第 36 回木城ふるさとまつり
第 21 回木城町農林業まつり
友情都市交流事業

「毛呂山町木城ふるさとまつり参加」
18日 (日) 粗大ごみ搬入日
23日 (金) 月報配布
25日 (日) めばえ保育園「運動会」

11
月

1日 (日) MTB4 時間耐久 in 木城
11日 (水) 行政相談

14日 (土)
木城町民文化祭「生涯学習のつどい」
第 35 回国民文化祭・全国障害者芸術文化祭

「高城合戦トークショー」

15日 (日) 第 35 回国民文化祭・全国障害者芸術文化祭
「高城合戦史跡めぐり」

23日 (月) 第 45 回木城町女性のつどい大会
24日 (火) 月報配布
28日 (土) 木城小学校学習発表会

29日 (日) 第 35 回国民文化祭・全国障害者
芸術文化祭「百済物語」

12
月

3日 (木) 特設人権相談
9日 (水) 行政相談

12日 (土) めばえ保育園「クリスマス発表会」
13日 (日) 粗大ごみ搬入日
24日 (木) 月報配布
27日 (日) 粗大ごみ搬入日

1
月

1日 (金) 令和 3 年木城町成人式
4日 (月) 2021 年新年賀詞交歓会

13日 (水) 行政相談
22日 (金) 月報配布
24日 (日) 第 49 回木城町新春ジョギング大会

2
月

4日 (木) 特設人権相談
7日 (日) 特定健診【保健センター】
8日 (月) 特定健診【保健センター】

10日 (水) 行政相談
21日 (日) 粗大ごみ搬入日
24日 (水) 月報配布

3
月

10日 (水) 行政相談
16日 (火) 木城中学校「卒業式」
19日 (金) めばえ保育園・どんぐり保育園「卒園式」
24日 (水) 月報配布
25日 (木) 木城小学校「卒業式」

令和２年度木城町行事予定表

予定のため実施日の変更があります。　
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　令和２年度の当初予算は、一般会計 43 億 8 千 500 万円、特別会計 19 億 2 千 100 万円に決まりました。 
小丸川発電所の固定資産税 ( 大規模償却資産税 ) の減少により町税は減少しましたが、自主財源の比率は依
然高い水準を維持しております。社会保障関係等の扶助費や他会計繰出金が毎年増加傾向にあることから、
より一層の歳入歳出の見直しを行い、少子高齢化対策等の町民福祉の向上と防災・減災対策、地域活性化対
策のため財源配分を行いました。対前年度比は 13.0％の増となっています。

令和２年度 木城町当初予算の状況

目 で 見 る 一 般 会 計 予 算

第 1図

第 3図

歳入の構成

町税の内訳

第 2図 歳出の構成
   歳入を性質別に見ますと、町税、寄附金等の自主
財源が 73.3％、国・県支出金、地方交付税等の依
存財源が 26.7％となっています。

　歳出を性質別に見ますと人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が 37.3％、建設事業費等の投資的経
費が 8.1％、物件費等の一般行政経費が 54.6％と
なっています。

科　　　　　目 予　算　額 構　成　比

町　民　税 149,699  
個　　 人 134,125 5.8 ％
法　　 人 15,574 0.7 ％

固定資産税 2,115,074

土　　 地 53,004 2.3 ％
建　　 物 153,310 6.6 ％
償却資産 1,878,022 81.3 ％
交納付金 30,738 1.3 ％

軽 自 動 車 税 23,556 1.0 ％
町  た ば こ 税 22,534 1.0 ％

計 2,310,863 100.0 ％

町税
2,310,863 千円

52.7%

寄附金
480,002 千円

10.9%

県支出金
373,943 千円

8.5%

国庫支出金
317,100 千円

7.2%

繰入金
222,163 千円

5.1%

地方交付税
170,000 千円

3.9%

町債
160,000 千円

3.6%

地方消費税交付金
92,770 千円

2.1%

使用料及び手数料
65,165 千円

1.5%

繰越金
50,000 千円

1.1% 諸収入外
142,994 千円

3.3%

建設事業費
354,904 千円

8.1%

歳出　43億 8千 500万円歳入　43億 8千 500万円

人件費
814,361 千円

18.6%

物件費
901,901 千円

20.6%

補助費等
765,171 千円

17.4%

公債費
215,610 千円

4.9%

扶助費
604,692 千円

13.8%

繰出金外
728,361 千円

16.6%

（単位：千円）
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事　　　　業　　　　名 事  業  費
木城町義務教育学校校舎建設実施設計 97,221

大瀬内橋外橋梁補修工事 40,500 

地域医療介護総合確保基金事業 33,600 

農地耕作条件改善事業
（椎木耕地４号線改良舗装工事） 20,200 

（単位：千円）

令和2年度 当初予算の主な建設事業

土　　木 教　　育 住　　宅 農林水産外 計
18,300 0 81,912 955,154  1,055,366 

（単位：千円）起債現在高（令和元年度末見込）

財政調整基金 町債管理基金 公共施設等
整備基金 土地開発基金外 計

4,100,023 102,334 667,438 672,205 5,542,000

（単位：千円）積立金の状況（令和元年度末見込）

会　　計　　名 令和 2 年度 令和元年度 比　　　　較
一　 般 　会　 計 4,385,000  3,882,000 503,000

国民健康保険会計 700,000 720,000 △ 20,000

簡 易 水 道 会 計 215,000 159,000 56,000

下  水  道  会  計 190,000 193,000 △ 3,000

介 護 保 険 会 計（保険事業） 725,000 725,000 0

介護保険会計（サービス事業） 13,000 12,000 1,000

後期高齢者医療会計 78,000 73,000 5,000

計 6,306,000 5,764,000 542,000

（単位：千円）全会計予算
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木城町役場機構・職員配置図
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木城町パートナーシップ
宣誓制度がはじまりました

お問合せ先　総務財政課　総務係　（ TEL ： 32－4725 ）

【パートナーシップ宣誓制度とは】
　一方又は双方が性的少数者である二人がお互いを人生のパートナーとして日常生活において相互に協力し
合うことを約束した関係であることを木城町が認め、その思いを受け止める制度です。
　具体的には、木城町長に対してパートナーであることを宣誓し、パートナーシップ宣誓書の写し・パートナー
シップ宣誓証明書・パートナーシップ宣誓証明カードを交付します。
　なお、この制度は婚姻制度とは異なり、お二人の関係を法的に保障するものではありませんので、税金の
控除や相続など法律上の効果はありません。

【宣誓することができる方】
パートナーシップの宣誓をするには、以下の要件を全て満たす必要があります。
① 宣誓をしようとする２人が真にパートナーシップを築いていること。
② 成人年齢（20歳）以上であること。
③ 宣誓をしようとする２人の一方又は双方が木城町に住所を有し、又は木城町への転入を予定していること。
④ 配偶者（婚姻の届出をしていないが事実上婚姻と同様の関係にある者を含む。）がいないこと。
⑤ 宣誓をしようとする相手以外の者と宣誓をしていないこと。
⑥ 宣誓をしようとする者同士が近親者（直系血族若しくは三親等内の傍系血族）又は直系姻族でないこと。

【宣誓手続きの流れ】
① 電話で事前予約（宣誓希望日の７日前までに）
② 役場にてパートナーシップを宣誓（個室対応可）
③ 内容確認のうえ宣誓証明書等の交付

【宣誓に必要なもの】
① 住民票の写し又は住民票記載事項証明書【お二人１通ずつ】
② 戸籍抄本又は独身証明書等【お二人１通ずつ】
③ 運転免許証などの本人確認ができるもの

【その他】
　交付されたパートナーシップ宣誓証明書は、木城町の「町営住宅入居申込」や「家族転入奨励金申込」に利用
することができます。また、「航空会社のマイレージ共有」などの民間サービスにおいても利用することがで
きる場合もあります。
　町ホームページ内「性的少数者支援」内に、より詳しい「制度の手引き」等を
掲載しております。
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役場の

New Face

町民課　田爪　遥（たづめ はるか）

　私は木城町出身なので、大好きな地元で職員として働けることを嬉しく思い
ます。町民課に配属になってまだ日は浅いですが、町民の皆様とお話しできる
のも楽しく、色々と勉強になっております。町民課職員として正確な業務を行い、
皆様のお役に立てるよう努めてまいります。これからよろしくお願い致します。

教育委員会 教育課　鳥枝　奈央（とりえだ なお）

　皆さんこんにちは。教育課に配属になりました鳥枝と申します。私は宮崎市
出身なのですが、幼いころから木城町の自然が大好きでよく遊びにきていまし
た。主に文化財の担当ですので、木城町の文化財や歴史を楽しく！分かりやすく！
をモットーに伝えて参ります。よろしくお願いします。

教育委員会 教育課　白瀧　茂穂（しらたき しげお）

　日南市教育委員会から、今年度異動して参りました。木城町は、私にとって
馴染みの深い町です。木城町ロードレース大会には、私の子ども達も毎年参加
させていただいています。
　町全体から、町の活性化へ向けた強い意志を感じます。木城町の発展に貢献
できるよう、尽力してまいります。どうぞ、よろしくお願いいたします。

副町長　島田　浩二（しまだ こうじ）

　４月１日より、副町長を拝命させていただきました。延岡市出身５２歳です。
　副町長という大役を、光栄に思う反面、職責の重さを思うと身の引き締まる
思いです。
　３月まで県庁で県民のためと思いながら仕事をしてきましたが、これからは
木城町ファースト。
　町長をはじめ役場職員と一丸となって、町民の皆さんの安全・安心を守り、
木城町を盛り上げていくため、微力ながら精いっぱい頑張りますので、どうぞ
よろしくお願いします。
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地域おこし協力隊が行く !
　木城町の皆様、こんにちは。
　木城町地域おこし協力隊の神田です。今回は新型コロナウイルスについて、現在、自
分自身が観光事業に携わっている身として思うことをお話したいと思います。

　私は地域おこし協力隊として、普段は木城町観光協会でお世話になっております。その木城町観光協
会では毎年４月上旬に城山公園花まつりを開催していますが、今回のコロナウイルスの影響によって開
催の中止を決定しました。
　観光事業は人を集めてなんぼという側面があるため、コロナウイルスによる影響を多大に受けること
は予想していましたが、やはりウイルス感染のリスクがある観光イベント等は、現時点において積極的
に開催するべきでは無いのではと思います。
　このような状況ですので、今後の町内イベント開催については、主催者側が慎重に検討しコロナウイ
ルスの感染拡大を防止することに重きをおいて・運営していただきたいと思います。
　ひとりひとりがウイルス拡大防止に協力的な行動をとっていき、１日でも早く町民の皆様が楽しめるイ
ベントが開催できますことを切に願います。

Facebook 宮崎県木城町観光協会
Instagram @kijokankou　
ホームページ【木城町観光協会】で検索	
URL : kijokanko.com

隊員　神田憲裕

vol.17

教育委員会では、学校教育の更なる充実と発展を目指し、新
たな一歩を踏み出します。
このたび、木城町（小学校１校、中学校１校）におきまして、
町制 50周年の節目の年である2023 年度（令和 5年度）に小
中一貫教育を行う新たな学校の開校を目指すことになり、義務
教育学校（施設一体型校舎）を設置する運びとなりました。
設置するにあたり、本町の小・中学校の歴史や地域の方々の
学校への思いを受け継ぎ、これからの時代を生き抜く子どもた
ちを育てる義務教育学校の目指すべき姿を具現化する学校づく
りを今後進めていきます。
さらに本計画をもとに、義務教育 9年間の子どもたちの学び
や育ちをつなぎ、地域に根ざしたふるさと教育を押し進めるこ
とで、これまで本町として大切にしてきた「木城の明日を担う
心豊かでたくましい人づくり」に努めていきます。
具体的な計画につきましては、本誌を通じて随時ご紹介して

まいります。
義務教育学校開校へ向け、町民の皆様のご協力・ご支援をお
願いいたします。

〜小中一貫教育を行う新たな学校「義務教育学校」の設置〜

令和 5年度木城町に新しい学校が誕生します！
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3 月 8 日（日）に開催されました。当日は
各地区で消火栓や防火水槽の点検が行われ、役
場駐車場では新規装備品の交付式が行われまし
た。新規装備品交付式では、町消防団第 11部
へ救助用機材及び小型ポンプ搬送車が交付さ
れ、各部にAEDが交付されました。

3月 25 日（水）に役場にて開催されました。式には、
特別賞に当選された橋本綾子さん（石河内地区）が出席さ
れ、半渡英俊町長より特別賞が贈呈されました。
贈呈後、橋本さんは「このような抽選に当たるのは初め
て、もっといろんな方に知ってもらいたいです。」と感想
を述べられました。
この特別賞は、健康マイレージ事業において、特定検診
やがん検診、健康づくりの取り組みなどに参加され商品券
を交換された方が抽選対象となる賞です。昨年度は 275
名が商品券を交換され健康増進のために活動されました。

2月 21日（金）に四季亭（高鍋町）にて「オープニン
グ祝賀会」が行われました。また翌 2月 22日（土）には、
コースオープニング記念イベントとして、県内外から約
200名の参加者が比木神社から高鍋町鴫野の浜まで歩き、
沿道ではおもてなしスポットとして、木城町商工会女性
部などの協力によるふるまいも行われました。

４月７日（火）に木城中学校、４月９日（木）に木城
小学校の入学式が行われました。
新型コロナウイルス感染防止対策により、例年より、
在校生等の出席者数を制限しての開催となりましたが、
新たな学び舎で新入生たちの元気な声が響いていました。

木城町消防団消防記念日訓練

健康マイレージ事業抽選会特別賞贈呈式 

九州オルレ 宮崎・小丸川コースオープン

木城小学校・木城中学校　入学式

<お詫びと訂正>
　町広報誌（令和2年3月号No.384）6ページに掲載しています「第10回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会」において、
選手写真に記載する選手名に誤りがございました。ページ中央の「髙木一孝選手」として紹介した写真は、正しくは

「岩永智典選手」です。
　ここに訂正し、謹んでお詫び申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         まちづくり推進課
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いぶき
活力と潤いに満ちた生きがいと魅力あるまちづくり

生涯学習
情報コーナー

133No.
制作 :木城町生涯学習推進協議会

　西都児湯地区の自治公民館関係者を対
象にリバリス2階大会議室にて開催されま
した。
　内容は、石河内自治公民館の中竹義一
館長及び岩渕自治公民館の西有一郎館長
がそれぞれ地区の日頃の取組みについて
事例発表を行い、また中部教育事務所から日高輝海社会教育主事が「現在の公民館の動向」として事例報
告を行いました。
　地域の核として存在し続ける自治公民館のあり方におけるそれぞれの発表に100名を超す参加者は熱
心に耳を傾けていました。

　1578年（天正六年）の高城合戦において
島津方の武将として所有者の八幡神社（代
表役員　壱岐久寿）と下鶴地区にてこれま
で大切に守られてきた北郷蔵人之墓が木
城町指定文化財となりました。是非とも
足を運びご観覧下さい。

　『高城跡』（一部が町指定文化財）・・・標高約60m
の高台にあり、空堀や土塁がほぼ当時のままの形が
残され、天正6年、15年の2度の合戦でも落城しな
かった戦国時代の山城であります。城主が島津義久
の家臣である山田信介有信で、合戦の中心的な人物
として名高い武将として広く知られています。
第35回国民文化祭・全国障害者芸術文化祭
内　容：「高城合戦トークショー」
日　時：令和2年11月14日（土）午後1時30分から
場　所：リバリスホール

公民館ブロック別セミナー【西都・児湯地区】

北郷蔵人之墓　文化財に指定されました。

国民文化祭特集シリーズ「高城合戦を歩く」①※今回から１年間連載いたします。

※令和２年度もこの生涯学習情報提供紙「いぶき」では町内の社会教育・生涯学習関係の記事を
　中心に積極的に情報発信していきたいと存じます。皆様方のご理解とご協力をよろしくお願
　いします。　　　　　　　　　　　　　　　   木城町生涯学習推進協議会　会長　恵利　修二
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お問い合わせ・申し込み 

木城えほんの郷 〒884-0104 宮崎県児湯郡木城町石河内４７５ 

            TEL 0983-39-1141 FAX 0983-39-1180   E-mail : ehon@kijo.jp 

木城町の人口
（令和2年4月1日現在）

■ 人　口 : 4,922 人（先月比 -47人）　　男 : 2,264 人（-16人）　女 : 2,658 人（-31人）
■ 世帯数 : 1,923 世帯（先月比-13世帯）　■ 町面積 :145.96㎢

発行 : 木城町役場　〒 884-0101　宮崎県児湯郡木城町大字高城 1227-1 TEL 0983-32-2212   FAX 0983-32-3440
編集 : まちづくり推進課


